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昨
年
、
市
内
で
、
不
正
に
取
得
し
た
印
鑑

証
明
書
で
他
人
の
不
動
産
を
売
却
し
よ
う
と

し
た
詐
欺
未
遂
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

以
来
、
市
は
、
窓
口
で
の
本
人
確
認
を
よ

り
確
実
に
す
る
な
ど
、
不
正
取
得
再
発
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
連
載
は
、
こ
の
よ
う
な
本
人
確
認
に

対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
得

る
た
め
、
印
鑑
の
登
録
や
証
明
書
の
発
行
手

続
き
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
印
鑑
証
明
書
の
発
行
手
続
き
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

印
鑑
証
明
書
の
発
行

こ
の
証
明
書
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
役
所
に

自
分
の
印
鑑
を
登
録
し
て
い
る
人
が
請
求
す

れ
ば
、
市
民
課
窓
口
で
発
行
さ
れ
る
も
の
で

す
。

▽
本
人
が
請
求
（
申
請
）
す
る
場
合

印
鑑
証
明
書
を
請
求
す
る
時
は
、
窓
口
で

必
ず
印
鑑
登
録
証
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
登
録
し
て
い
る
印
鑑
を
持
参
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
印
鑑
登
録
証
が
提
示
さ
れ
な
け
れ

ば
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
（
た
と
え

ば
登
録
印
を
持
参
し
て
い
て
も
）
受
け
付
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
忘
れ
な
い
よ
う
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

▽
代
理
人
が
請
求
す
る
場
合

代
理
人
が
印
鑑
証
明
書
を
と
り
に
来
る
場

合
も
、
本
人
か
ら
印
鑑
登
録
証
を
預
か
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
自
身
の
印
鑑
も
必

要
で
す
。

ま
た
、
代
理
人
が
春
日
市
以
外
に
住
ん
で

い
る
人
の
場
合
は
、
身
分
証
明
書
も
必
要
で

す
。

印
鑑
登
録
証
を
紛
失
し
た
と
き
は

印
鑑
登
録
証
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
再
登
録
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
つ
ま

り
、
印
鑑
登
録
の
手
続
き
を
始
め
か
ら
や
り

直
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
印
鑑
証
明
書

は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。
印
鑑
登
録
証
は
な
く

さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

登
録
印
を
変
え
た
い
と
き
は
（
改
印
手
続
き
）

登
録
印
の
変
更
手
続
き
も
新
規
の
登
録
手

続
き
と
同
じ
で
す
。

そ
の
際
、
現
在
持
っ
て
い
る
登
録
証
と
新

た
に
登
録
す
る
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
重
複
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

こ
の
よ
う
に
、
い
か
に
印
鑑
証
明
書
の

発
行
が
慎
重
に
行
わ
れ
て
い
る
か
お
分
り

か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
不
正
防
止
の
た

め
で
す
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

（
市
民
課
）

印
鑑か

ん

証
明
書
の
発
行
手
続
き

国
民
年
金
は
、
私
た
ち
の
老
後
を
支
え
る
大
切

な
制
度
で
す
。

ま
た
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
の
制
度
は
、
万

が
一
の
と
き
の
力
強
い
味
方
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
国
民
年
金
は
相
互
扶
助
の
考
え
で
成
り
立

っ
て
お
り
、
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
、
職
業
や
所
得
に
関
係
な
く
、
全
員
が

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
安
心
を

積
み
立
て
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
国
民
年
金

加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
り
、
３
つ
に
分
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
第
１
号
被
保
険
者

自
営
業
、
自
由
業
、
学
生
、
無
職
の
人
な
ど

▽
第
２
号
被
保
険
者

会
社
員
、
公
務
員
な
ど
厚
生
年
金
、
各
種
共
済

組
合
の
加
入
者
（
届
を
出
さ
な
く
て
も
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）

▽
第
３
号
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

次
の
場
合
は
加
入
届
が
必
要
で
す

○
未
加
入
の
人

▽
20
歳
以
降
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
共
済
組

合
の
い
ず
れ
に
も
加
入
し
て
い
な
い
人

▽
退
職
し
、
そ
の
後
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
を
し
て
い
な
い
人

○
種
別
変
更
が
未
届
け
の
人

▽
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
配

偶
者
の
扶
養
に
な
っ
た
人

▽
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
配

偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
人

も
し
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
・
・
・

将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
得
る
た

め
に
は
60
歳
ま
で
に
原
則
25
年
（
厚
生
年
金
、
共

済
年
金
の
加
入
期
間
を
含
む
）
以
上
の
加
入(

納

付)
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

も
し
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

老
齢
基
礎
年
金
が
も
ら
え
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
も
し
も
の
と
き
に
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
も
受
け
ら
れ
な
い
可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。

保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は

保
険
料
は
平
成
13
年
度
で
、
月
額
１
万
３，

３

０
０
円
で
す
が
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
納
め

ら
れ
な
い
場
合
は
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

条
件
に
よ
っ
て
は
、
納
付
の
免
除
な
ど
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
所
得
控
除
の
対
象

所
得
税
の
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
、
１
月

か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全

額
、
所
得
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
あ
る
人
は
早
め
に
納
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

（
国
保
年
金
課
年
金
担
当
）

11
月
は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
で

は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
で
す�
11
月
は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
で

は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
で
す�
11
月
は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
で
す�



平
成
14
年
度
か
ら
、
す
べ
て
の
小
・

中
・
高
等
学
校
で
、
毎
週
土
曜
日
が
休

み
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
時
間
を
活
用

し
て
、
生
活
や
自
然
、
社
会
な
ど
の
体

験
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
体
験
や
活
動
は
、

学
校
だ
け
で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

家
庭
や
地
域
社
会
の
関
わ
り
も
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
は
子
ど
も
た
ち
が
休

み
の
日
を
有
意
義
に
過
ご
せ
る
よ
う
、

体
験
の
場
や
機
会
の
整
備
・
充
実
と
、

そ
の
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

学
校
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
真
に

楽
し
い
学
び
の
場
と
な
る
よ
う
に
し
ま

す
。

▽
ゆ
と
り
を
も
っ
て
学
習
で
き
る
よ
う

授
業
時
間
数
を
減
ら
し
ま
す

こ
れ
ま
で
の
授
業
は
知
識
を
詰
め
込

む
授
業
に
な
り
が
ち
で
、
そ
の
内
容
を

十
分
に
理
解
で
き
な
い
子
ど
も
が
い
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
教
育
を

行
う
た
め
、
授
業
時
数
を
週
当
た
り
２

単
位
時
間
縮
減
し
ま
す
。

▽
小
学
校
４
〜
６
年
生(

１
時
限
は
45
分)

週
29
時
限→

27
時
限

▽
中
学
生(

１
時
限
は
50
分)

週
30
時
限→

28
時
限

▽
基
礎
・
基
本
を
確
実
に
身
に
付
け
る

よ
う
に
し
ま
す

教
科
書
の
内
容
を
約
３
割
程
度
削
減

し
、
社
会
生
活
を
営
む
上
で
必
要
と
さ

れ
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
を
確
実

に
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

▽
わ
か
り
や
す
い
授
業
と
指
導
の
充
実

理
解
の
状
況
や
習
熟
の
程
度
に
応
じ

て
、
グ
ル
ー
プ
別
指
導
や
個
別
指
導
な

ど
の
き
め
細
か
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
複
数
の
教
師
で
少
人
数
に
分

け
て
授
業
を
行
う
な
ど
、
指
導
の
充
実

も
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
学
校
で
選
択
教
科
の
種

類
を
増
や
す
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
自

分
の
興
味
・
関
心
に
応
じ
選
ん
だ
教
科

や
課
題
の
学
習
に
主
体
的
に
意
欲
を
持

っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
ま
す
。

※

以
上
の
よ
う
な
授
業
で
学
ん
だ
こ

と
を
、
子
ど
も
た
ち
が
さ
ら
に
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

○
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
の
育
成

○
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

○
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
新
設

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※

続
き
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
学
校
教
育
課
学
校
教
育
担
当
）

こ
の
ほ
ど
、
北
九
州
市
と
そ
の
周
辺

市
町
で
福
岡
県
民
体
育
大
会
が
開
か
れ
、

春
日
市
か
ら
12
競
技
39
種
目
に
２
６
８

人
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
陸
上
、
卓
球
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
剣
道
、
弓
道
の
５
競
技
で
種

目
優
勝
を
果
た
し
、
総
合
成
績
４
位
に

輝
き
ま
し
た
。

引
率
し
た
市
体
育
協
会
の
白
水
一
真

会
長
は
「
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
総
合

得
点
で
躍
進
賞
も
い
た
だ
き
、
春
日
市

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
証
明
す
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

今
後
も
一
層
の
レ
ベ
ル
向
上
を
目
指

す
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
工
夫
し
て
い

き
ま
す
」
と
喜
び
の
感
想
を
述
べ
ま
し

た
。

総
合
順
位

４
位
▽
総
合
成
績
躍
進
賞

１
位
▽
総
合
躍
進
賞
　
１
位

陸
上
　
▽
一
般
女
子
３，

０
０
０
ｍ
１

位
　
内
村

う
ち
む
ら

元
子

も

と

こ

▽
マ
ス
タ
ー
ズ
１
０
０

ｍ
３
位
　
武
田

た

け

だ

隼
人

は

や

と

▽
マ
ス
タ
ー
ズ

３，

０
０
０
ｍ
５
位
　
箕
野

み

い

の

雄
次

ゆ

う

じ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
▽
壮
年
女
子
　
３
位

卓
球
　
▽
壮
年

優
勝
▽
一
般

準
優
勝

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
▽
一
般
男
子
　
優
勝

▽
青
年
　
３
位
▽
壮
年
男
子
　
準
優
勝

▽
壮
年
女
子
　
３
位

剣
道

▽
一
般
女
子
　
準
優
勝
▽
青
年

女
子
　
優
勝

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
▽
一
般
女
子
　
３
位

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　
▽
一
般
男
子
　
３
位

弓
道
　
▽
一
般
女
子
総
合
　
優
勝
▽
一

般
女
子
近
的
　
３
位

空
手
道
　
▽
一
般
男
子
　
団
体
組
み
手

準
優
勝
▽
一
般
女
子
　
個
人
形
　
３
位

古
川

ふ
る
か
わ

渉
美

あ

ゆ

み

学
習
指
導
要
領
・
県
民
体
育
大
会
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に
―
�

―
自
ら
学
び
、自
ら
考
え
る
た
め
に
―
�

―
自
ら
学
ら
学
び
、
び
、自
ら
考
え
る
た

ら
考
え
る
た
め
に
―
�

―
自
ら
学
び
、自
ら
考
え
る
た
め
に
―
�

第
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岡
県
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体
育
大
会
秋
季
大
会

回
福
岡
県
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
�

春
日
市
が
大
躍
進

春
日
市
が
大
躍
進
�

第
4444
回
福
岡
県
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

回
福
岡
県
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
�

春
日
市
が
大
躍
進

春
日
市
が
大
躍
進
�

第
44
回
福
岡
県
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
�

春
日
市
が
大
躍
進
�

完
全
学
校
週
５
日
制
の
実
施

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
人
間
性
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
、
個
性
を
生
か
し
、

「
生
き
る
力
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

△老人会と子ども会の協同による工作教室

△教師と生徒１対１による授業

わ
か
る
授
業
、
楽
し
い
学
校
の
実
現

u
卓
球
壮
年
チ
ー
ム

u
剣
道
青
年
女
子
チ
ー
ム

u
弓
道
一
般
女
子
チ
ー
ム



ト
ピ
ッ
ク
ス

4

2001. 11. 15 市報かすが

u
仲
良
く
講
演
を
行
う
井
上
い
の
う
え
さ
ん
親
子

v
小
石
原
村
の
陶
芸
工
房
で
の
絵
付
け
作
業

下白水南地区の75歳以上のお年寄り50人が参加して、10月
12日、朝倉郡小石原村の伝統産業会館などを訪ねるバスハイ
クが行われました。
これは、お年寄りに元気になってもらおうと、同地区の自治
会が進めている地域福祉推進事業の一つで、同事業の推進協力
委員10人が同行して交流しました。
一行は、同会館の陶芸工房で湯飲みに思い思いの絵付けをし
たり、また、銘木などの工芸品を展示する「森の博物館」で匠

たくみ

の技にふれたりして楽しい一日を過ごしました。
自治会長の山内啓右

やまうちけいすけ

さんは「３年前に始めたこの福祉事業も、
ようやく根付いてきたようです」とその定着を喜んでいました。

（広報レポーター堀
ほり

雅子
の り こ

）

u
「
大
事
に
育
て
て
く
だ
さ
い
」と
井
上
市
長

下白水南地区
地区のお年寄りを元気に

10月21日、春日西中学校で成人講座が開かれ、生徒とその
保護者約600人が一緒に講演に耳を傾けました。
PTAが主催したもので、講師は、500ｇの超未熟児で生まれ
たため全く目の見えない福岡高等盲学校３年の井上

いのうえ

美由紀
み ゆ き

さん
とその母美智代

み ち よ

さん。
二人は、それぞれ障害を持って生まれた子の立場、それを育
てた親の立場から、親と子のかかわりについて話しました。
何でも自分でできるようにするため、心を鬼にして子を突き
放す教育方針をとってきた母親と、そのお陰でやれば何でもで
きることを学んだ娘の感動的な話に、子育て真っ最中の保護者
たちは、見守ることの大切さを教えられた有意義な講演となっ
たようです。

「生きてます、15歳。
500ｇで生まれた娘へ」
春日西中学校成人講座

v
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
春
日
原
地
区

苗木の無料配布が、10月14日、白水大池公園で行われまし
た。
これは、市が都市緑化月間にちなんで毎年行っているもの。
当日は秋晴れの中、市民約700人が押し寄せ、お目当ての苗
木をもらうために長蛇の列を作りました。
配られたのは、ブルーベリーやレモン、ナシなどの果物の苗
木1,250本とリンドウなどの花の苗や球根1,000個。
家族そろって来たという女性は、「収穫の時期が楽しみです」
と大きな苗を抱えて、うれしそうに話していました。

まちに緑を増やそう
苗木の無料配布

“市民と共に創
つく

る見える市政”を目指して、７月から11月
にわたり、市内32地区公民館で、出前トーク「市長と語る」
が開催されているのは、すでにご存知のことと思います。
春日原地区での開催となった10月16日�は、地区住民約50
人が参加し、活発な意見交換で盛り上がりました。
西鉄とＪＲに挟まれ春日市の玄関とも言われる環境の中で、
西鉄春日原駅周辺の再開発、東町商店街再開発、龍神池の環境
など、地域が抱えるさまざまな課題について、意見が出されま
した。
行政側は、これらの意見に対して一つずつ丁寧に回答。直ち
に実行できるもの、時間をかけて検討するものを確認し合って、
出前トークを終了しました。 （広報レポーター　鬼塚

おにづか

文子
ふ み こ

）

春日原地区出前トーク
〝共に熱く語り合う〟



�
筑
紫
法
人
会
（
筑
紫
地
区
法
人
数

の
約
６
割
が
参
加
）
の
創
立
30
周
年
を

記
念
し
た
催
し
で
す
。

皆
さ
ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
22
日
�
　
午
後
３
時
〜

（
開
場
　
午
後
２
時
30
分
）

場
所

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル

（
大
野
城
市
曙
町

あ
け
ぼ
の
ま
ち２

―
３
―
１
）

内
容

▽
第
一
部
（
基
調
講
演
会
）

演
題

「
21
世
紀
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

環
境
」

講
師

伊
藤

い

と

う

智
之

さ

と

し

さ
ん
（
九
州
大
学

名
誉
教
授
）

▽
第
二
部
（
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
）

ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
風

「
山
元

や
ま
も
と

壬
子

て

い

こ

と
そ
の
仲
間
た
ち
」

※

入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理

券
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

�
筑
紫
法
人

会�(

924)

６
３
８
７

農
協
組
合
員
と
地
域
の
交
流
を
目
的

と
し
た
楽
し
い
催
し
で
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
23
日
�
・
24
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
　
雨
天
決
行
し
ま
す
。

場
所

Ｊ
Ａ
筑
紫
本
店
（
筑
紫
野
市
杉

塚
２
５
３
―
２
）

内
容

百
獣
戦
隊

ひ
ゃ
く
じ
ゅ
う
せ
ん
た
い

ガ
オ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ

ョ
ー(

23
日)
、
和
田

わ

だ

ア
キ
子
そ

っ
く
り
さ
ん
シ
ョ
ー(

24
日)

、

筑
前
猿
回
し
、
も
ち
つ
き
、
バ

ザ
ー
、
模
擬
店
、
農
産
物
特
売
、

焼
肉
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
筑
紫
本
店

�(

924)

１
３
１
１

献
血
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
と
、

献
血
協
力
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
、
第
11
回
さ
わ
や
か
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
行
い
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

12
月
２
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

会
場

福
岡
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

（
筑
紫
野
市
上
古
賀
１
―
２
―

１
）

内
容

▽
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
―
▽
ウ

ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
▽
ジ
ャ
ン
ケ
ン

ゲ
ー
ム
▽
ゲ
ー
ム
広
場
▽
模
擬

店
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー

�(

921)

１
４
０
０

県
立
福
岡
農
業
高
校
専
攻
科
50
周
年

を
記
念
し
た
、
学
園
祭
で
す
。

皆
さ
ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
18
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所

福
岡
農
業
高
等
学
校
専
攻
科

（
太
宰
府
市
大
佐
野
２
５
０
）

内
容

▽
専
攻
科
50
年
の
あ
ゆ
み
の
展
示

▽
農
産
物(

野
菜
・
果
物
・
花)

の
販
売

▽
加
工
品(

み
そ
・
し
ょ
う
ゆ
・
ア
ッ

プ
ル
パ
イ)

の
販
売

▽
模
擬
店
・
バ
ザ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
農
業
高
等
学
校

専
攻
科
学
園
祭
実
行
委
員
会

�(

924)

０
８
９
１

緑
豊
か
な
白
水
大
池
公
園
の
園
路
を

駆
け
抜
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

12
月
２
日
�(

少
雨
決
行)

受
付
　
午
前
８
時
30
分

集
合
場
所

白
水
大
池
公
園
多
目
的
広
場

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
人

競
技
種
目

個
人
の
部

▽
小
学
１
年
〜
３
年
男
女

１，

０
０
０
ｍ

▽
小
学
４
年
〜
６
年
男
女

２，

１
０
０
ｍ

▽
中
学
生
男
女
　
２，

１
０
０
ｍ

▽
一
般
女
子
　
２，

１
０
０
ｍ

▽
一
般
男
子
　
４，

２
０
０
ｍ

駅
伝
の
部

▽
中
学
生
　
６
人

▽
一
般
　
６
人

※

２，

１
０
０
ｍ
×
５
人
、
４，

２

０
０
ｍ
×
１
人
で
す
。
た
だ
し
、
女

子
は
２，

１
０
０
ｍ
×
６
人
で
す
。

申
込
方
法

11
月
25
日
�
ま
で
に
所
定

の
申
込
用
紙
を
提
出
す
る

※

申
込
用
紙
は
、
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
市

役
所
市
民
課
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の

各
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

�(

571)

３
２
３
４

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
や
ク
ラ
ブ

を
育
成
す
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
よ
く

ば
り
１
・
２
・
３
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
講
演
の
ほ
か
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
体
験
教

室
も
行
い
ま
す
。

予
約
は
不
要
。
当
日
会
場
へ
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
25
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー
（
太

宰
府
市
五
条
３
―
１
―
１
）

内
容

▽
午
前
　
講
演
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
未

来
を
考
え
る
」

▽
午
後
　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
中
高
年
の

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
験

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
広
域
圏
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

�(

918)

５
５
０
０

人
工
肛
門
、
人
工
ぼ
う
こ
う
を
つ
け

て
い
る
人
を
対
象
に
健
康
教
室
を
行
い

ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

11
月
18
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
階
視
覚

室
（
原
町
３
―
１
―
７
）

講
師

石
井

い

し

い

美
紀
子

み

き

こ

さ
ん
（
福
岡
赤
十

字
ス
ト
マ
療
法
士
）

問
い
合
わ
せ
先

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
福
岡
支
部
筑
紫
分
会
尾
針

お

ば

り

�(

592)

８
７
５
７

お
知
ら
せ

5

イ
ベ
ン
ト�

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

ス
ポ
ー
ツ
よ
く
ば
り
１
・
２
・
３

参
加
者
募
集

県
立
福
岡
農
業
高
校

学
園
祭

ス
ポ
ー
ツ�

春
日
市
走
ろ
う(

駅
伝)

大
会

ち
く
し
・
ほ
う
じ
ん

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ｊ
Ａ
筑
紫
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

福
岡
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

さ
わ
や
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

健
康
・
保
健�

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の
健
康
教
室



不
況
、
リ
ス
ト
ラ
、
複
雑
な
人
間
関

係
な
ど
、
現
代
の
ス
ト
レ
ス
社
会
の
中

で
心
の
健
康
を
す
こ
や
か
に
保
つ
こ
と

が
難
し
い
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
う
方
法

を
、
経
験
豊
か
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
お

話
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

11
月
29
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

講
師

梅
津

う

め

づ

和
子

か

ず

こ

さ
ん
（
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
ル
ー
ム
心
理
療
法
士
）

演
題

中
高
年
の
た
め
の
心
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
法

※

手
話
通
訳
が
必
要
な
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

幼
児
期
か
ら
の「
正
し
い
歯
み
が
き
」

を
歯
科
衛
生
士
が
お
教
え
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

11
月
28
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

対
象

１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

持
っ
て
く
る
も
の

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

「
自
己
管
理
の
充
実
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
参
加
は
無

料
で
、
予
約
も
不
要
で
す
。

期
日

11
月
17
日
�

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ク
ロ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル(

原
町
３
―
１
―
７)

時
間
・
内
容

▽
午
後
２
時
〜
３
時

演
題

医
師
の
立
場
か
ら

講
師

筒つ
つ

信
隆

の
ぶ
た
か

さ
ん
（
福
岡
赤
十

字
病
院
内
科
部
長
）

▽
午
後
３
時
〜
４
時

演
題

栄
養
士
の
立
場
か
ら

講
師

太
田

お

お

た

洋
子

よ

う

こ

さ
ん
（
福
岡
・
佐

賀
糖
尿
病
療
養
指
導
士
）

※

当
日
は
正
午
か
ら
食
生
活
に
関
す

る
展
示
や
血
糖
・
尿
糖
測
定
、
健
康

相
談
も
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

日
本
糖
尿
病
協
会
福

岡
県
支
部

�(

671)

０
６
１
１(

5
兼
用)

体
力
に
自
信
が
な
か
っ
た
り
、
足
腰

が
弱
っ
て
き
た
な
と
感
じ
て
い
る
高
齢

者
で
も
無
理
な
く
参
加
で
き
る
運
動
教

室
で
す
。
参
加
は
無
料
で
、
予
約
も
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時

毎
週
金
曜
日(
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く)

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

対
象

65
歳
以
上
の
人
、
ま
た
は
40
歳

以
上
で
脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
の

障
害
が
あ
る
人

※

自
分
で
歩
く
こ
と
が
で
き
る
人
に

限
り
ま
す
。

内
容

体
力
測
定(

初
回)

、
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
、
骨
折
、
転
倒
予
防
の

た
め
の
運
動
な
ど

※

動
き
や
す
い
服
装
、
上
ぐ
つ
持
参

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

今
年
の
夏
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活

動
で
活
躍
し
た
、
春
日
市
内
の
小
学
生

を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

春
日
野
小
学
校

▽
高
柳

た
か
や
な
ぎ

絢あ
や(

４
年)

第
24
回
全
九
州
ス
イ

ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
夏
季
大
会
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
優
勝
・
フ
リ
ー
リ
レ
ー
優
勝

▽
春
日
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
安
田
生
命
福

岡
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
ベ
ス
ト

８
▽
春
日
野
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
・
山
口
粕

屋
サ
ッ
カ
ー
大
会
準
優
勝

▽
一
瀬

い
ち
の
せ

秀
平

し
ゅ
う
へ
い(

６
年)

、
森
永

も
り
な
が

圭
介

け
い
す
け(

６

年)(

共
に
ア
ビ
ス
パ
福
岡
ユ
ー
ス)

・

さ
わ
や
か
杯
少
年
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

大
会
県
大
会
２
位

▽
竹
之
内

た
け
の
う
ち

希
美

の

ぞ

み(

５
年)

千
字
文
習
字
大

会
特
選

▽
林
田

は
や
し
だ

知
之

と
も
ゆ
き(

５
年)

千
字
文
習
字
大
会

銀
賞

お
知
ら
せ
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参
加
し
ま
せ
ん
か

お
た
っ
し
ゃ
運
動
教
室

t

田
中

た

な

か

つ
く
し

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

福

t

葉
月

は

づ

き

ペ
ン
ネ
ー
ム

ペ
ン
ネ
ー
ム

　ハガキに縦書き、白黒で濃いめに
はっきりと描いて、表に住所、氏名、
電話番号を書いて送ってください。
ぺンネームも可｡�
　著作権の都合上、作品はオリジナ
ルのものに限ります。�
あて先　〒816―8501 春日市役
所広報担当「みてみてきいて」係�
※　掲載された人には図書券(５００
　円分)を進呈します。�

勤労感謝の日にちなみ、11月22日�・

23日�の２日間、ゴミ収集を休みます。

これは、祝日も休まずゴミを収集している

人たちに、まとめて休みをとってもらうた

めです。ご理解とご協力をお願いします。

（環境対策課）

11月22日�・23日�
ゴミ収集を休みます

歯
み
が
き
教
室

参
加
者
募
集

い
き
い
き
健
康
セ
ミ
ナ
ー

糖
尿
病
お
よ
び
合
併
症

予
防
講
演
会

環
　
境�



Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
地
球
環
境
と
資
源
保
護

の
た
め
、
古
い
電
話
帳
の
回
収
を
進
め

て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
期
間

11
月
10
日
�
〜
26
日
�

回
収
方
法

配
達
員
が
新
し
い
電
話
帳

を
届
け
る
際
に
、
不
用
な
電
話

帳
を
回
収
し
ま
す

※

回
収
も
れ
の
場
合
は
、
「
タ
ウ
ン

ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

�
０
１
２
０
―
５
０
６
３
０
９

筑
紫
地
区
の
小
中
学
生
や
保
護
者
を

対
象
に
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
「
環

境
フ
ェ
ス
タ
ち
く
し
」
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
も
う
一
度
ゴ
ミ
の
問
題
や

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

一
般
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

12
月
２
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
10
分

（
受
付
　
午
後
０
時
30
分
）

場
所

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
多
目
的
ホ

ー
ル
（
大
野
城
市
曙
町

あ
け
ぼ
の
ま
ち

２
―
３

―
１
）

実
施
内
容

▽
第
一
部

環
境
を
テ
ー
マ
と
す
る
総

合
学
習
の
成
果
発
表
会

▽
第
二
部

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
リ

サ
イ
ク
ル
の
環わ

」

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
所
環
境
課

�(
513)

５
５
８
６

学
び
を
通
し
た
住
み
良
い
ま
ち
づ
く

り
の
実
践
事
例
を
、
ト
ー
ク
で
気
軽
に

紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、「
明
日
の
か

す
が
」
を
共
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

12
月
１
日
�

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室(

大
谷
６
―
24)

演
題

学
び
の
先
に
優
し
い
ま
ち
が
見

え
る

講
師

▽
西
川

に
し
か
わ

典
洋

の
り
ひ
ろ

さ
ん
（
中
高
年
向
け
情
報

誌
モ
ン
タ
ン
初
代
編
集
長
）

▽
安
永

や
す
な
が

純
也

じ
ゅ
ん
や

さ
ん
（
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
福

岡
顧
問
）

申
込
方
法

11
月
26
日
�
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、

住
所
、
氏
名
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り

課
地
域
づ
く
り
担
当

5(

584)

１
１
５
３

Ｅ
メ
ー
ルin

fo
@
city.kasu

g

a.fu
ku
o
ka.jp

春
日
市
国
際
交
流
協
会
に
よ
る
料
理

講
座
で
す
。

日
時

12
月
８
日
�

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
料
理

講
習
室
（
大
谷
６
―
24
）

講
師

張
霊
衛

ち
ょ
う
れ
い
え
い

さ
ん

参
加
費

▽
小
学
生
以
下
　
５
０
０
円

▽
中
学
生
以
上
　
６
０
０
円
（
非
会
員

１，

０
０
０
円
）

申
込
方
法

11
月
26
日
�
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ハ
ガ
キ
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
連

絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

矢
野

や

の

（
〒
816

―
０
８
４
４
上
白
水
１
７
０
―

３
７
５
）

�(

571)

３
６
２
１(

5
兼
用)

既
成
の
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
を
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で
美
し
く

飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

い
つ
も
子
育
て
に
大
変
な
お
母
さ
ん

た
ち
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
４
日
�

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

光
町
児
童
セ
ン
タ
ー
（
光
町
２

―
１
８
０
―
４
）

材
料
費

１，

５
０
０
円

※

託
児
（
先
着
15
人
、
１
人
あ
た
り

５
０
０
円
）
を
行
い
ま
す
。
11
月
15

日
�
〜
28
日
�
に
電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

光
町
児
童
セ

ン
タ
ー

�(

501)

７
０
１
４

お
知
ら
せ
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

先方への電話は11月15日
以降にお願いします。

【ゆずります】
●ゴムボートu新品同様u

１万円u山本
やまもと

�(501)0161
●総合トレーニングマシー
ンuビデオ付きu二つ折り
で30㎝×55㎝u２千円u

上田
う え だ

�(595)4528
●春日西幼稚園制服(新型)
●ジャケットu120㎝▽3
か月使用u５千５百円●ス
カートu120㎝u４か月使
用u４千円●帽子uＬサイ
ズu千８百円●冬ブラウス
u120㎝u２枚でu３千５
百円●夏ブラウスu120㎝
u２枚でu３千２百円●ベ
ストu２千２百円●かばん
u2年使用u無料●スモッ
クや道具ありu 柏木

かしわ ぎ

�
(581)5942(６時以降)
●折りたたみ自転車u20イ
ンチu銀色u新品u５千円
u中牟田

な か む た

�(586)3122

【ゆずってください】
●自転車u24インチ程度u

小学５年男児使用uできれ
ば無料u永江

な が え

�(574)2052

《このコーナーの掲載は》
ハガキに、住所、氏名(匿名
は不可)、電話番号、品物名
(色、サイズ、特徴など詳し
く)、有料・無料の別(有料
の場合は１万円を上限とす
る希望価格)などを書いて市
役所広報担当に送ってくだ
さい。

このコーナーは、リサイ
クルを進めるための伝言板
です。営利目的での利用は
ご遠慮ください。品物の引
き取り方法やクレームにつ
いては、直接当事者間で話
し合ってください。

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

環
境
フ
ェ
ス
タ
ち
く
し

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

講
　
演�

世
界
の
料
理
講
座

中
国
の
正
月
料
理

マ
マ
の
”ほ
っ
“
と
タ
イ
ム

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

講
　
座�



退
職
し
た
ら
国
保
に
加
入
を

社
会
保
険
な
ど(

勤
務
先
の
健
康
保

険)

を
喪
失
し
た
ら
、
14
日
以
内
に
国

保
加
入
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

社
会
保
険
を
継
続(

任
意
継
続)

し
た

り
、
社
会
保
険
が
あ
る
家
族
の
被
扶
養

者
に
な
る
場
合
は
、
届
出
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
年
金
の
変
更
の
届
出
が
必

要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

国
保
税
は
さ
か
の
ぼ
り
ま
す

加
入
届
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、
国
民

健
康
保
険
の
資
格
は
、
退
職
日
の
翌
日

か
ら
生
じ
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、

国
保
税
も
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

就
職
し
た
ら
喪
失
届
を

社
会
保
険
な
ど
が
で
き
た
場
合
、
国

保
の
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。
そ
の

際
、
年
金
の
手
続
き
も
お
忘
れ
な
く
。

詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

(

国
保
年
金
課
国
保
担
当
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
た
い

と
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
、
気
軽
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容

▽
11
月
26
日
�
　
午
前
10
時
〜
正
午

布
絵
本
「
イ
ル
カ
く
ら
ぶ
」
体
験

▽
11
月
27
日
�
　
午
前
10
時
〜
正
午

車
イ
ス
体
験

▽
11
月
28
日
�
　
午
前
10
時
〜
正
午

ア
イ
マ
ス
ク
体
験

▽
11
月
29
日
�
　
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
　
施
設
活
動
体
験

※
　
希
望
日
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

場
所

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
昇
町
３

―
１
０
１
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�(

501)

１
１
３
６

経
営
指
導
員(
１
人)

対
象

平
成
13
年
11
月
29
日
現
在
35
歳

以
下
の
人
で
、
大
卒
者
は
最
近

５
年
の
う
ち
２
年
以
上
、
短
大

卒
は
最
近
５
年
の
う
ち
３
年
以

上
、
そ
の
他
の
人
は
最
近
７
年

の
う
ち
５
年
以
上
、
商
工
業
の

指
導
ま
た
は
経
営
実
務
の
経
験

を
有
す
る
人
で
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
有
す
る
人

給
与

春
日
市
商
工
会
規
定
に
よ
る

待
遇

労
働
・
社
会
保
険
、
諸
手
当
、

有
給
休
暇
、
退
職
金
制
度
有
り

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時

休
日

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

採
用
予
定
日

平
成
14
年
４
月
１
日

応
募
方
法

11
月
29
日
�
午
後
５
時（
必

着
）
ま
で
に
、
写
真
を
は
っ
た

履
歴
書
と
卒
業
証
明
書
を
郵
送

ま
た
は
持
参
す
る

試
験
日

▽
第
１
次(

書
類
審
査)

11
月
30
日
�

▽
第
２
次(

筆
記
・
面
接)

12
月
11
日
�

試
験
実
施
機
関

県
商
工
会
連
合
会
人

事
管
理
委
員
会

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
商
工

会
（
〒
816
―
０
８
２
５
伯
玄
町

２
―
24
）

�(

581)

１
４
０
７

国
民
健
康
保
険
と
介
護
保
険
の
事
務

を
行
う
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格

昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら

同
57
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人(

除
外
規
定
有
り)

募
集
人
数

若
干
名

試
験
日

▽
第
１
次(

教
養
試
験
・
適
性
検
査)

平
成
14
年
２
月
３
日
�

▽
第
２
次(

面
接
試
験
・
作
文
試
験)

平
成
14
年
２
月
20
日
�

申
込
方
法

12
月
３
日
�
〜
13
日
�（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
願
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
か

直
接
持
参
す
る

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
国
保

連
合
会
職
員
課

�(

642)

７
８
０
４

義
務
教
育
を
修
了
し
、
技
能
の
習
得

と
就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
で
、
団
体

生
活
に
支
障
の
な
い
人
が
対
象
で
す
。

応
募
方
法

平
成
14
年
１
月
10
日
�
ま

で
に
、
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
提
出
す
る

※

応
募
用
紙
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
、
市
高
齢
障

害
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
（
北
九
州
市
若
松
区

蜑
住

あ
ま
す
み

１
７
２
８
―
１
）

�
０
９
３(

741)

５
４
３
１

5
０
９
３(

741)

１
３
４
０

お
知
ら
せ
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みてみてきいて�

大人の背丈まで伸びた草。
この住宅地内のジャングル
が、電柱工事のため刈られ
た。だれかが投げ捨てたタ
イヤや、シジミ、アサリな
どの貝殻などいろんなもの
が落ちていた。
翌日からは、うちの子の

遊び場になった。大人にと
ってはゴミでも、子どもに
とっては、石ころや貝殻は
は宝物のようだ。
貝を石の上に並べては

「お母さん、きれいでしょ」
と報告しにくる。また、「タ
イヤにたまった雨水にカタ
ツムリがいた」とおおはし
ゃぎである。石をひっくり
返しては、花咲かじいさん
にでてくる欲張りじいさん
が掘り出すような虫たちに
大喜びである。
「お母さん、見て」と広

げたかわいい子どもの手の
ひらには、こぼれ落ちそう
なくらいのダンゴ虫。
気絶しそうになりながら

も、私も小さいころ、家に
ダンゴ虫を持ち帰り、母に
しかられたことを思い出し
た。
子どもたちは、公園では

味わえない楽しさに夢中の
ようです。

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

　ハガキに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所　　
　　　広報担当「エッセイ」係�
※　掲載された人には図書券（500
　円分）を進呈します。�

どろんこママ

空き地
ペンネーム

募
　
集�

春
日
市
商
工
会

職
員
募
集

県
国
保
連
合
会

職
員
募
集

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

訓
練
生
募
集



相
談
先

筑
紫
保
健
所

�(

582)

２
５
２
２

日
時

11
月
22
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

古
賀
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
（
古
賀
市
庄
２
０
５
）

相
談
内
容

▽
旧
軍
人
等
の
恩
給
に
つ
い
て

▽
戦
傷
病
者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て

▽
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
援
護
に

つ
い
て

▽
中
国
等
か
ら
の
引
揚
者
お
よ
び
未
引

揚
者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

厚
生
課

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
に
よ
る
、
弁
護
士
の
無
料

法
律
相
談
で
す
。

日
時

11
月
22
日
�
、
12
月
13
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
１
階
相

談
室
（
筑
紫
野
市
二
日
市
６
７

４
―
１
）

定
員

各
５
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

11
月
20
日
�
午
前
８
時
30

分
以
降
に
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局

�(

922)

２
８
８
１

外
国
人
の
関
与
す
る
裁
判
で
必
要
な

通
訳
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
言
語

中
国
語(
広
東
語)

、
ロ
シ

ア
語
、
ペ
ル
シ
ャ
語
、
ア
ラ
ビ

ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
イ
タ
リ

ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ

語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
中
国
語

(

福
建
語)

申
込
期
限

▽
中
国
語(

広
東
語)

11
月
30
日
�

▽
そ
の
他
　
期
限
な
し(

随
時
受
付)

※

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
地
方
裁

判
所
刑
事
訟
廷
事
務
室
庶
務
係

�(

781)

３
１
４
１(

内
３
７
０
６)

運
転
手
が
５
人
で
チ
ー
ム
を
作
り
、

12
月
11
日
〜
平
成
14
年
４
月
６
日
の

間
、
無
事
故
無
違
反
を
達
成
す
る
と
、

抽
選
で
豪
華
商
品
が
当
た
り
ま
す
。

応
募
資
格

筑
紫
地
区
に
居
住
ま
た
は

通
勤
通
学
し
て
い
る
人
で
、
日

常
的
に
二
輪(

原
付
含
む)

ま
た

は
四
輪
の
自
動
車
を
運
転
し
て

い
る
人

チ
ー
ム
構
成

▽
セ
ー
フ
テ
ィ
チ
ー
ム
　
性
別
、
年
齢

不
問

▽
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
　
女
性
の
み

▽
ヤ
ン
グ
チ
ー
ム
　
25
歳
以
下
の
人
の

み
▽
シ
ル
バ
ー
チ
ー
ム
　
65
歳
以
上
の
人

の
み

※
　
重
複
参
加
は
で
き
ま
せ
ん

申
込
方
法

12
月
10
日
�(

当
日
消
印

有
効)

ま
で
に
申
込
書
を
持
参

ま
た
は
郵
送
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
野
警
察

署
交
通
課
セ
ー
フ
テ
ィ
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
１
１
７
事
務
局(

818
―

０
０
４
１
筑
紫
野
市
上
古
賀
１

―
１
―
１)

�(
929)

０
１
１
０

性
感
染
症
と
は
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア

感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
、
尖
形

せ
ん
け
い

コ
ン
ジ
ロ
ー
ム
、
梅
毒
、

淋
菌

り
ん
き
ん

感
染
症
な
ど
、
性
的
行
為
に
よ
り

感
染
す
る
病
気
の
こ
と
で
す
。

筑
紫
保
健
所
は
、
こ
れ
ら
の
性
感
染

症
や
エ
イ
ズ(

Ｈ
Ｉ
Ｖ

ェ
ッ
チ
ア
イ
ブ
イ)

に
つ
い
て
の
専

門
相
談
電
話
を
開
設
し
、
保
健
所
の
医

師
や
保
健
婦
な
ど
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

お
知
ら
せ

9

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

冬
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。今
月
は
、

寒
い
日
に
体
の
中
か
ら
温
ま
る
鍋
を
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

材
料(

４
人
分)

白
菜
キ
ム
チ
　
２
５
０
ｇ

白
菜
浅
漬
け
　
２
０
０
ｇ

水
　
カ
ッ
プ
４

ダ
シ
の
素も

と

小
さ
じ
２

キ
ム
チ
の
素も

と

大
さ
じ
１
〜
２

豚
も
も
薄
切
り
肉
　
１
５
０
ｇ

鶏
ひ
き
肉
　
１
０
０
ｇ

牛
乳
　
大
さ
じ
　
１

片
栗
粉
　
少
々

木
綿
豆
腐
　
１
丁

青
ネ
ギ
　
　
わ

溶
け
る
ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ
４
枚

作
り
方

①

白
菜
キ
ム
チ
と
白
菜
浅
漬
け
は
、

漬
け
汁
を
絞
り
食
べ
や
す
く
切
る

（
キ
ム
チ
の
漬
け
汁
は
取
っ
て
お
く
）

②

水
、
ダ
シ
の
素
、
キ
ム
チ
の
素
、

キ
ム
チ
の
漬
け
汁
を
鍋
に
入
れ
て
温

め
る

③

豚
肉
は
２
〜
３
㎝
の
長
さ
に
切

り
、
鶏
ひ
き
肉
は
牛
乳
と
片
栗
粉
を

加
え
団
子
を
作
る

④

豆
腐
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
、

青
ネ
ギ
は
４
〜
５
㎝
の
長
さ
に
切
る

⑤

②
の
鍋
が
煮
立
っ
た
ら
、
豚
肉
と

鶏
の
団
子
を
入
れ
、
再
び
煮
立
っ
た

ら
白
菜
キ
ム
チ
、
白
菜
浅
漬
け
、
豆

腐
、
青
ネ
ギ
を
加
え
る

⑥

材
料
に
火
が
と
お
っ
た
ら
、
熱
い

う
ち
に
器
に
盛
り
、
ス
ラ
イ
ス
チ
ー

ズ
を
の
せ
る

一
人
分
熱
量
　
２
５
８
㌔
カ
ロ
リ
ー

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会

1
2

1
2

募
集
し
ま
す

通
訳
人

セ
ー
フ
テ
ィ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
１
７

参
加
チ
ー
ム
募
集

性
感
染
症
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
開
設

相
　
談�

援
護
に
つ
い
て
の
移
動
相
談
会

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談



筑
紫
地
区
内
に
住
む
、
母
子
・
寡
婦

家
庭
を
対
象
に
し
た
、
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
で
す
。

日
時

12
月
２
日
�

正
午
〜
午
後
３
時

会
場

太
宰
府
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
太
宰
府
市
白
川
２
―
３
）

申
込
方
法

11
月
20
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

定
員

10
人(

申
込
先
着
順)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
母
子

寡
婦
福
祉
会
（
白
水
大
池
公
園

売
店
）

�(

596)

９
９
２
５

国
際
交
流
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に

事
業
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
事
業
　
▽
文
化
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
国
際
交
流
　
▽
国
際

交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

対
象
団
体

市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
・

通
学
す
る
人
で
つ
く
る
、
５
人

以
上
の
団
体
（
一
人
以
上
の
市

民
の
参
加
が
必
要
で
す
）

補
助
金
額

国
際
交
流
活
動
の
経
費
に

応
じ
て
、
そ
の
１
／
３
か
ら

１
／
２
を
補
助(

１
団
体
あ
た

り
上
限
30
万
円)

申
請
期
限

11
月
30
日
�

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課
地
域

づ
く
り
担
当

助
成
額

５，

０
０
０
円
を
限
度
（
１

世
帯
１
回
限
り
）

対
象

市
内
に
住
む
人
で
、
３
親
等
以

内
の
血
族
ま
た
は
姻
族
に
あ
た

る
満
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
た

め
に
レ
ン
タ
ル
す
る
人

申
込
期
限

平
成
14
年
３
月
29
日
�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

道
路
管
理
課

2001. 11. 15 市報かすが

お
知
ら
せ

10

仕
事
上
で
の
あ
る
程
度
の
ス
ト
レ
ス

は
、
適
度
の
緊
張
感
と
責
任
感
を
も
た

ら
し
、
良
い
結
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
が
本
人
に
と
っ
て
過
剰

な
も
の
で
あ
れ
ば
心
身
に
様
々
な
問
題

を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

繊
細
で
几
帳
面
、
ま
じ
め
で
責
任
感

が
強
く
、
自
分
だ
け
で
問
題
を
解
決
し

よ
う
と
頑
張
り
す
ぎ
る
傾
向
に
あ
る
人

ほ
ど
、
こ
こ
ろ
の
葛
藤

か
っ
と
う

に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
や
す
い
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
ま

す
。同

僚
の
雑
談
の
中
に
う
ま
く
入
れ
な

い
と
か
、
上
司
や
部
下
と
の
関
係
が
ギ

ク
シ
ャ
ク
し
た
感
じ
で
負
担
に
思
う
こ

と
が
多
い
。
な
ん
と
な
く
ウ
マ
が
合
わ

な
い
人
が
い
て
、
同
じ
職
場
に
い
る
だ

け
で
息
苦
し
く
感
じ
て
し
ま
う
・
・
・

な
ど
、
職
場
の
人
間
関
係
は
と
く
に
大

き
な
ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
な
り
が
ち
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く

と
れ
な
い
こ
と
は
、
毎
日
顔
を
合
わ
せ

る
だ
け
に
辛
い
も
の
で
す
よ
ね
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
積
み
重
な
る
と
、

し
だ
い
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
う
ま
く

い
か
な
い
よ
う
に
感
じ
て
思
い
悩
ん
だ

り
、
自
信
を
な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

ま
ず
は
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
今
の

気
持
ち
を
話
し
、
聴
い
て
も
ら
え
る
家

族
や
友
人
を
一
人
で
も
多
く
見
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。「
話
さ
な
け
れ
ば
」
と
気

負
い
す
ぎ
て
は
負
担
に
な
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
「
話
し
た
い
な
」
と
思
っ
た
時

に
、
自
分
の
気
持
ち
を
整
理
す
る
つ
も

り
で
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
イ
ヤ
だ
、
つ
ら
い
」
と
自
分
の
気

持
ち
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
し
て
み
る

だ
け
で
も
随
分
こ
こ
ろ
の
ス
ト
レ
ス
は

緩
和
さ
れ
て
い
く
も
の
で
す
。

身
近
に
話
し
相
手
が
見
つ
か
ら
な
い

場
合
は
専
門
の
相
談
窓
口
な
ど
で
相
談

し
て
み
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
仕
事
が
思
う
よ
う
に
は
か
ど

ら
な
く
、「
何
か
に
追
わ
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
す
る
」
と
訴
え
る
人
も
増
え

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
忙
し
い
毎
日

の
中
で
、
身
体
の
疲
れ
を
無
視
し
て
走

り
続
け
る
と
、
突
然
そ
の
生
活
に
疲
れ

果
て
、
何
ご
と
に
も
や
る
気
が
出
な
い

「
無
気
力
状
態
」
に
陥
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。

「
人
に
良
く
見
ら
れ
た
い
」
「
評
価
さ

れ
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
す
ぎ
る

と
、
い
つ
か
は
緊
張
の
糸
が
プ
ツ
ン
と

切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
時
に
は
、
は
っ

き
り
と
「
で
き
な
い
」
と
断
る
勇
気
も

大
切
で
す
。
何
も
か
も
自
分
で
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
は
な
く
、

も
っ
と
肩
の
力
を
抜
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
仕
事
が
全
て
」
と
い
う
生
活
で
は

な
く
、
自
分
の
生
き
が
い
や
楽
し
み
を

探
し
て
み
る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。

（
健
康
課
　
保
健
指
導
担
当

保
健
婦
　
百
武
彩
子

ひ
ゃ
く
た
け
さ
い
こ

）

こ
ん
に
ち
は
保
健
婦
で
す
・
・
・
・�

助
成
し
ま
す

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
レ
ン
タ
ル
料

そ
の
他�

国
際
交
流
を
応
援

春
日
市
国
際
交
流
事
業
補
助
制
度

市の職員をかたり不審な電話をかける事例が発生

しています。

手口は、勤務先などに電話し「台帳整備をするた

め」と偽り、転入届をしていない人の個人情報を聞

き出すものです。

市では電話で個人情

報を確認することはあ

りません。

不審に思ったら、質

問には答えず、逆に相

手の連絡先や名前など

を聞きましょう。そし

て、電話を切り、市に

問い合わせてくださ

い。 （市民課）

県
母
子
・
寡
婦
福
祉
連
合
会

母
子
・
寡
婦
家
庭
無
料
法
律
相
談

市職員をかたる不審
な電話ご注意を



このコーナーは、保育所の保育士が担当しています。掲載は奇
数月の15日号です。ご意見、ご感想をお寄せください。

（こども未来課）

１
週
間
の
休
み
を
取
り
、
ド
ラ
マ
セ

ミ
ナ
ー
発
表
公
演
の
舞
台
監
督
を
務
め

た
▽
当
日
は
予
想
以
上
の
客
入
り
。
半

年
間
の
結
果
が
間
も
な
く
出
る
と
あ
っ

て
受
講
生
は
必
死
。
緊
張
で
逃
げ
出
し

た
い
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
時
間
は
待
っ

て
く
れ
な
い
。
い
よ
い
よ
開
演
。
私
は

舞
台
袖そ

で

か
ら
「
思
い
っ
き
り
や
っ
て
こ

い
」
と
祈
り
な
が
ら
受
講
生
を
舞
台
に

送
り
出
し
た
▽
思
っ
た
よ
り
も
芝
居
の

で
き
は
良
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
良
い

評
価
を
得
た
よ
う
だ
。
「
集
中
す
れ
ば

こ
こ
ま
で
で
き
る
ん
だ
」
と
受
講
生
を

見
直
し
た
▽
後
片
付
け
を
し
な
が
ら
、

舞
台
上
か
ら
だ
ん
だ
ん
物
が
な
く
な
る

に
つ
れ
「
今
日
で
終
わ
り
か
・
・
・
」

と
の
思
い
が
つ
の
る
▽
打
ち
上
げ
で
は
、

舞
台
で
目
立
た
な
か
っ
た
人
も
こ
こ
で

は
主
役
？
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
▽
受

講
生
の
一
人
が
「
も
う
終
わ
り
な
ん
で

す
ね
」
と
寂
し
そ
う
に
つ
ぶ
や
く
。
半

年
間
だ
っ
た
が
、
ド
ラ
マ
セ
ミ
ナ
ー
が

と
て
も
大
切
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
▽
二
日
酔
い
を
こ
ら
え
翌
日
か

ら
仕
事
に
復
帰
。
疲
れ
果
て
た
た
め
、

来
年
は
手
伝
わ
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

日
が
た
つ
に
つ
れ
「
次
回
は
ど
ん
な
出

会
い
が
待
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
」
と
期
待

し
て
い
る
自
分
が
い
る
。
ほ
ん
の
ち
ょ

っ
と
手
伝
っ
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
こ

れ
も
演
劇
の
力
な
の
だ
ろ
う
か
。

演
劇
の
力

季節の移り変わりは早いものですね。山々の木々が美しく色づき、
秋本番です。子どもたちも４月から見ると、さまざまな行動に、成
長の跡をみることができます。今回も、各保育園とも、おさそい行
事を計画しています。どうぞ、気軽にご参加ください。

Ｋ

①�

②�

③�

12月16日�に、クリスマ
スおゆうぎ会を行います。
全園児が衣装をつけて、お
ゆうぎをします。どうぞ見
にきてください。

11月16日� あそぼ会（わらべうたで遊ぼう）
11月21日� 小麦粉粘土であそぼう
11月22日� なかよしクラブ
11月24日� あいあいクラブ
11月27日� いないいないばあ広場
12月 1日� 生活発表会
12月 4日� 老人会ご招待
12月 5日� ミニミニお楽しみ会
12月 7日� もちつき会
12月11日� あそぼ会（折り紙で遊ぼう）

一緒にあそぼう会（いきいきプラザ）
12月12日� もちつき会
12月14日� もちつき
12月16日� クリスマスおゆうぎ会
12月20日� おたのしみ会
12月21日� クリスマス会

クリスマス会＆誕生会
12月25日� ワイワイクリスマス会
12月27日� なかよしクラブ
1月11日� 鏡開き
行事の詳しい内容や時間は、各保育所にお問い合わ
せください。

12月21日�のクリスマス
会に、今年もサンタさんが
やってきます。楽しい“ク
リスマス会”に、参加しま
せんか。

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
・
散
歩
道
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いきいきプラザ、春日小学校、福祉ぱれっと館の３会
場で、10月14日、健康、福祉、あそびをテーマに、いき
いきフェスタ春日2001が行われました。
当日は快晴に恵まれ、各会場は、親子連れを中心に、

幅広い年齢層の人たちでにぎわいました。
また、いきいきプラザ内のアリーナでは、小久保

こ く ぼ

晴代
は る よ

さん(スポーツレポーター)によるいきいき講演会も開催さ
れ多くの人が参加。ストレッチ体操を織り交ぜながらの、
楽しい講演でした。

△「いきいき講演会」で参加者も一緒にストレッチ体操

△春日中央保育園で指人形を披露する春日野中の生徒たち

｢わたしの想像する弥生人｣をテーマに募集した、第一回
小学生絵画展の表彰式が、10月７日、奴国の丘歴史資料館
で行われました。
これは、子どもたちに、奴国や弥生時代の歴史に興味を
持ってもらおうと企画されたもので、市内の小学校６校、
224人から応募がありました。応募作品は、どれも当時の
生活の様子が思い浮かぶような夢のあふれるものばかり。
特選を受賞した谷口さんは、｢受賞してとてもうれしい｣
と喜んでいました。
受賞者(敬称略、順不同)
特　選 谷口

たにぐち

広幸
ひろゆき

(日の出小６年)
準特選 松雄

ま つ お

雄介
ゆうすけ

(春日北小６年) 三宅
み や け

紗知
さ ち

(春日小６年)
入選 石田

い し だ

聖也
せ い や

(須玖小６年) 井上
いのうえ

幸成
こうせい

(須玖小６年)

田中
た な か

彩
あや

(日の出小６年) 田中
た な か

奈津美
な つ み

(須玖小６年)
富永
とみなが

裕弥
ゆ う や

(日の出小６年) 永田
な が た

昌也
ま さ や

(日の出小６年)
福嶋
ふくしま

雄大朗
ゆ う た ろ う

(須玖小６年) 前田
ま え だ

直紀
な お き

(須玖小６年)
松島
まつしま

日向子
ひ な こ

(須玖小６年) 吉野
よ し の

里枝
り え

(須玖小６年)

v
教
育
長
か
ら
表
彰
を
受
け
る
谷
口
さ
ん

総合学習の一環として、10月12日、春日野中学校の３年
生が、保育所やナギの木苑などの福祉施設を訪問しました。
生徒たちは、各グループに分かれ、それぞれの訪問先で一
緒に百人一首をしたり、人形劇を発表したりして、心を込め
て交流しました。
このうち春日中央保育園を訪問した保育コースのグループ
は、手作りの指人形劇や紙芝居を演じてみせて園児たちに大
好評。発表が終わると、園児たちは、中学生のお兄ちゃんや
お姉ちゃんにたちに抱っこやおんぶをおねだりして遊んでも
らい、大喜びしていました。
この日の“人間らしさを高め、社会との共生を目指す”生
きた一日体験授業は、生徒たちに、未来へ羽ばたくための創
造性をはぐくんでくれたことと思います。

（広報レポーター　鬼塚
おにづか

文子
ふ み こ

）




